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● 1階ロビー

美術コーナー① 10月 に引き続き11月 30日 まで

軽部華仙さん (箕和田)の「油絵」を展示します。
「造花でいける花」も同時に展示します。

美術コーナー②  ll月 1日～平成17年1月 7日 まで

「白鷹高等専修学校 手芸作品展」
白鷹高等専修学校の生徒の皆さん

●いこいの間

蚕桑地区公民館手工芸教室の皆さんによる
作品展を開催します。
▼いつ 11月 22日 (月 )～ 11月 29日 (月 )まで

● 1階フロアー

き 「司、らZ貪獨条|ヨ」
嶋林旭峰さんの書です。

白鷹学講座パート2

甲斐良治講演会
「なつか しい未来へ  ～地域 として生きる～」

「地元学」これは昨年度自鷹学講座においでいただきました、結城登美雄さんが提唱されている言葉で、地域づくりの

キーワードです。今回、農山村の地域づくりをされている結城先生や全国の農山村の地域づくりのあり方など取材され追

求しておられる(社)農山漁村文化協会 増刊現代農業編集長 甲斐良治さんをお迎えしご講演いただきます。このまちの
地域づくりを考えるときにキーワードとなる「豊な自然。農業・食。人間」の生かし方を考えてみませんか。

自分たちが今何ができるのか一緒に考えてみましょう。

▼いつ 11月 30日 (火)夜 7時 (6時30分開場) ▼どこで パワーセンター白鷹
▼定員 210人
▼入場整理券 入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
▼入場整理券取り扱い 教育委員会、中央公民館、各地区公民館、パワーセンター白鷹
▼共催 白鷹町農業者年金協会/西置賜地区認定農業者連絡協議会
■問い合わせ 教育委員会生涯学習・スポーツ推進係 (885-6147)

●鮎貝郵便局ロビー
「鮎員まちづくり景観賞作品展春夏編」
(11月 2日 から26日 まで)
●第14回蚕桑地区文化祭
(11月 6日 から7日 まで
さくらの里文化伝承館)

●鮎貝地区公民館ギャラリー
「鮎員まちづくり景観賞作品展春夏編」
(10月 31日 まで)
「月下美人 写真展」
長谷部嘉雄さん (魚占貝)
(11月 2日 から30日 まで)NO.907
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11月 からお米が新米になります。給食のお米は自鷹田l産のはえぬき1等米です。新

米をとおして農家のかたの米作りの苦労や情熱を矢Πらせたいと思つています。また、
「]本 ノ、のごはん離オ1は 自給率にも関わる重要な問題。子どもたちには、まず新米を思
いっきり味わつてもらいi役級にすること、そして 14ど もたちにインパクトのあるご
はんにしなけオ1ば …・と考えたのが「塩おにぎり」。
ということで、 2Hは 17001」のおにぎりを作ろうという提案をしてみました。皆こ
のおにぎり給食のlHl旨に賛同し、当日は全職員総出でおにぎり給食に向け一致団結す

ることとなりました。

たかがおにぎり、 されどおにぎり。 この日のおにぎりは家庭のおにぎりと何が違う
のか。そオ1は、給食とは学校の中の

¨
生きた教材

¨
であるということ。この「おにぎ

りJは実に多くのことが学べるのです。農業、環境、健康、これからの日本…・。多
くのり|き 出しを持ち、学ぶ切りIJを 途方もなく持ち合わせているのが食べ物です。給
食を彎1にお昼ごはんで終わらせるか教材とさせるかは、調埋場職員と学校にかかって
いると思います。こム′なことを常に考えながら給食を作つています。
1也味な食材の ^つ 「打ち豆」。でも、置H易地方の大切な食文化。今月は打ち豆くん
t)主役にしようと、 太字の料J早にてヽ場します。こオ1で もか、これでもかと給食にでま
す。だつて家庭では一年に数えるほどしか今場しなくなりましたから。

今月のおらほの食材
町内産 ネギ、大根、自菜、ゴボウ、 カブ、 リンゴ、ジャガイモ、米

【11月 の学校給食献立表】

献  立  名

大根のみそ汁

8月

こはん 牛]し 豚の生姜焼き チー父
野菜と小申のごまひたし か6と打豆のみそ汁
親子どんふり 牛事L カミカミサラダ

木1覺 5警と実積の野暑汁 島奢力
干しの煮物

金|'早
/・ッ1発のまあ二言差ピ太曇常元
月
1歯墨は内す1-尋素とぶ[皇いかのうな言

~~

こはん 牛
=L 
いわしチーズフライ

ひじきの中華ソテー 豆腐玖―ブ
かありごはん 牛乳 いかの黄金焼き
切昆布煮 白菜と小松菜のみそ汁
食ハン 牛手し ]― ノF、たまご及―フ カラ

「
|トサラρ

■lテ トカップのグラタン メーブル&マーガリノ

]はん 午与し がつおこ人里のみそからめ
3色ごま示□え 豚汁 白鷹町のりんご ふりがけ
●セ♭フト給食 こさん 牛:[〔■

=う
:ヽ1手 ,つ 自1■Γライ〕

=し
き煮 もやしのみそ汁 〔

「
t]ラせリー「 ■

―●リーt'― 】

ごまん 牛ヨし え‐lチーズなつ

ろどんふり 牛乳 調I里場の即席浸
エビのスープ ミルメーフいち[
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ス
タ
ー
図
案
を
募
集
し
ま
す

標
語
は

「小

・
中
学
生
の
部
」
及

び

「
一
般

の
部
」
に
、
ポ

ス
タ
ー
図

案
は

「小
学
生

の
部
Ｌ
中
学
生
の
部
」

「
一
般

の
部
」
に
分
け
て
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

・
標
語
　
官
製
は
が
き

（１
枚
に
つ

き
１
点
）
、
Ｅ
メ
ー
ル

・
ポ

ス
タ
ー
図
案
　
郵
使
ま
た
は
宅

配
便
▼
募
集
期
間
　
Ｈ
月
４
Ｈ

（木
）
ま

で

（当
日
消
印
有
効
）

＊
詳
し
い
募
集
要
項
は
総
務
課
に
準

備
し
て
い
ま
す
。

■
聞
い
合
わ
せ
　
総
務
課
情
報
係

（な
開
１

６
１
２
１
）

白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
募
集

町
内
で
働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生

や
生
活
安
定
を
推
進
し
、
親
睦

・
交

流
を
図
り
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て

は
、
共
済
給
付
事
業
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
保
養
施
設
利
用
助
成

事
業
、
融
資
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
加
入
資
格
　
労
働
組
合
の
な
い
中

小
企
業
事
業
主
及
び
従
業
員

▼
人
会
金
　
２
０
０
円

▼
会
費
　
月
３
０
０
円

＊
共
済
給
付
事
業

例
　
結
婚
祝
金
‥
１
万
８
０
０
０
円
、

傷
病
見
舞
金
…
休
業
９０
日
以
上
２
万

９
０
０
０
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
商

工
観
光

課
商
工
振
興
係

（雪
％
１
６
１
３
６
）

休
日
及
び
平
日
夜
間
の
年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す

Ｈ
月

６
日
～

１２
Ｈ
は
年
金

週
間

で

す
。

年
金

週
間

に
合

わ

せ
体

口
及
び

平

日
夜

間

の
年
金
相
談

を
実
施

し

ま

す
。

国
民
年

金
保
険
料

の
納
付

も

で

き
ま
す
。

休

日
年
金

相
談

▼

い

つ
　

＝

月

６

日

（１‐
）
、

７

Ｈ

（
Ｈ
）
午

前

９
時

即
分
～
午
後

４
時

平

日
夜

間
年
金
相
談

▼

い

つ
　

Ｈ
月

８
日

（月
）

ヽ

１２
日

（金

）
夜

７
時

ま
で

ど

ち
ら

も

▼
実

施
場
所
　
米

沢
社
会
保
険
■

務

所

ほ

か
県
内

の
社
会

保
険
■
務

所

及

び

年
金
相

談

セ

３́
タ
ー

＊
年
金

Ｆ
帳

を
ご
持
参

く
だ

さ

い
＾

（年
金
手
帳

を
持
参

て
き
な

い
場
合

あ

詫

び

し

て

訂

正

い

た

し

ま

す

。

は
、
免
許
証
な
ど

の
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
）

■
問
い
合
わ
せ
　
米
沢
社
会
保
険
事

務
所

（８
ｏ
２
３
８
１
″
１
４
２
２
０
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

日
本
下
水
道
協
会
山
形
支
部
に
登

録
さ
れ
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、
登

録

の
有
効
期
限
が
平
成
１７
年
１
月
斑

日
ま
で
の
か
た
は
、
登
録
地

の
市
町

村
で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
所
属
指
定
店
の
変
更
な

ど
に
よ
り
登
録
市
町
村
を
変
更
す
る

場
合
は
、
新
し
い
登
録
市
町
村
で
手

続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
ぅ

▼
必
要
な
手
続
き
　
①
登
録
更
新

の

中
請
　
②
更
新
講
習
会

の
受
講

▼
中
請
期
間
　
Ｈ
月
１
日

（月
）
～

２６
日

（金
）

■
中
請
先

・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水

道
課
ド
水
道
管
理
係

（容
絲
１

６
１

３
８
）

１。
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

労
働
保
険

の
加
入
手
続
き
は
お
済

で
す
か
ぃ
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
強
制
保

険
で
あ
り
、
労
働
者
を
１
人
で
も

に

用
し
て
い
る
事
業
■
の
か
た
は
加
入

が
必
要
で
す
ぅ

労
働
保
険

の
加
人
手
続
き
を
さ
ね

て
い
な
い
Ｉ
業
■
の
か
た
は
、
速
や

か
に
加
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
＾

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
労
働
励
労
働

保
険
徴
収
本

（８
０
２
３
１

６
２
■

１

８
２
２
５
）

■ 私 が 薦 め る 一 冊 図書館協議会委員 江 口 儀 雄

世界文学全集 18「罪と罰」      錮

ドストエフスキー 著
集英社

大学′lit/mラ スコー |'ニ コフは金貸しの老婆の頭 卜に斧を2度、31
度と|「 ちドろし、砕 |サ た頭益骨や血lだまりを予細に点検した。息 |

ル∵しく読み継く
'こ とが出来なかった。本を開じたまま 10年が過 |

ぎていた。 ドストエフスキーの毒に打ちのめさオ1、 長い間 「罪と |

「¬Jを開くのをためらつていた。また、最初から読み進めたが、 |
帝政ロシア時代の暗く重苦しい空気が充満していた。犯行lll場に |

来あわせたと残の妹リザヴェータの顔面をも斧で L/Jり 裂いてし |
まう。ロシアσ)腐敗政治への不満と、貧しさに虐げられた人びと |
ハ、のいたたまオlな い同情が、青年を殺ノ、鬼にしてしまつていた。 |
「寺間が経つにつオ1、 ドストエ フスキーが重く大きくなっていく。 |

■今月の新刊
明け方僕は夢を見る・古橋智/ア ヴェンジャー 上下・フレデ
リック フォサイス /アルツハイマー病はここまでわかった 。
井原康夫 編/暗黒大陸中国の真実・ラルフ タウンゼント/
イギリス、湖水地方を歩く・谷村志穂/イ ンプラントの実際・
辻本仁志/ウ イルス感染症の克服をめさして・茂田士郎 /「う
そつき病」がはびこるアメリカ・デービット カラハン/おは
なしの日・安達千夏´/′オランダ ベルギーの図書館・西川馨 /
怨がえし。葵多恵子 /́介護入門・モブノリオ/キ ャリア教育入
門・三村隆男′ 9歳の人生・ウィ ギチョル//巨大独占・町田
徹 /500の 自画像 /債権奪還・高任和夫/実践 !「元気禅」の
すすめ・玄侑宗久 ′森林と地球環境保全・藤森隆郎/ス ロー快
楽主義宣言 !・ 辻信一 /それからどうなる・佐藤愛子/デー
ターで見る抗がん剤のやめ方始め方・近藤誠 /統合失調症ぼく
の手記・リチャー ド・マクリーン/虎の城 上下・火坂雅志/
はじめての転職 128のギモン・/」 島ヽ美津子 ′́花月夜綺謂/岩井
志麻子ほか /

第 212回 おはなしの会 ―一―
11月 6日  土曜日 午前10時より 図書館にて

■11月 の休館日 11/1、 8、 15、 21、 29■

ヨ1踪

●
お
詫
び
と
訂
正
　
広
報
し
ら
た
が
ｎ
月
И
日
号

「保
育
園
児
募
集
」
の
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
は
な
”
１
０
２
１
２
の
誤
り
で
し
た
（

●移動内職相談 ▼いつ 11月 9日 (火 )午前10時～昼12時  ▼どこで パワーセ )タ ー白鷹
■問い合わせ 西置賜総務課 (な 88-5Hl)ま たは田T商工観光課 (885-6136)0

図書館だよ



η

母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、保健師が留守の場合

がありますので事前に電話などでご連絡

ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健 診 対象児

11月 10日 (水 )
3カ 月児 平成16年 7月 生まれ

9カ 月児 平成16年 1月 生まれ

11月 24日 (水 )
1  歳
6ヵ 月り電

平成15年 2月 25日 ～

平成15年 4月 20日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間

3カ 月児…昼12時 30分～午後1時

9カ月児…午後1時～1時20分

1歳6カ 月児…昼12時 30分～午後 1時 25分

(問診票郵送時、指定された時間においで

ください。)

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、間

診票 (3カ 月・9カ 月児は事前に配布、

1歳 6カ 月児は郵送)3カ 月児健診のか
たは予防接種予診票

●注意 :

*乳幼児間診票と母子健康手帳の「保護者

の記録」を必ず記入しておいでください。

*受付時間をずらしております。待ち時間

を少なくするためですので、ご協力くだ

さい。

*お子さんが、当日具合が悪かったり、1

週間以内に人にうつる可能性のある病気

(みずぼうそう、インフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした

時は事前に電話などでご連絡ください。

ツベルクリン反応検査とBCG接 種

結核予防のため、接種を行っています。

●日程 :ツベルクリン…11月 17日 (水 )

BCG… 11月 19日 (金 )
●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :平成16年 4月 1日 ～平成16年 6月

30日 生まれのお子さん、またはそれ以前

に生まれ、まだ接種していないお子さん

※結核予防法改正によって、平成17年 4月

にご確認ください。

広報しらたかおしらせ版

「

理
口
「
算
‘ヒ
ロ
日
□
椰
日
「
電
日
晰
豹
肥
■
■
■
■
■
■
■
目
目
日
国
可
月
■
■
■
■
■
日
「―
ヨ
日
「
＝
□
■
　
‐

1日 より下記のようにBCG接種期間が変
わる予定です。現在、未接種のかたは、出

来るだけ早く接種するようにしましょう |

改 正 前 改 正 後

生後3ヵ月～4歳 まで 生後3ヵ月～6ヵ月まて

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

(ツベルクリン反応検査の予診票は、当

日会場に準備します。)

両親学級 (後期)

:11月 16日 (火 )

:平成17年 2月 ～平成17年 5月 に出

産予定のかた

:健康福祉センター

:赤ちゃんの保育と栄養、お風呂の

入れ方、家庭教育学級など

●時間 :午後1時～午後4時30分

●持ち物 :母子手帳交付時の資料

●申し込みは11月 12日 (金 )まで、お電話
でお願いします。

離乳食教室

●日程 :11月 18日 (木 )

●対象 :離乳食を学びたいかた

●内容 :離乳食の進め方、調理実習、試食

と懇談

●時間 :午前9時 30分～11時 30分

●参加費 :300円 (調理実習費)

●持ち物 :母子健康手帳、エプロン、三角

巾、筆記用具

●保育 :お子さんとご一緒に参加できます。

希望されるかたはお申し込み時にご予約

ください。

●申し込みは11月 15日 (月 )まで、電話で

お願いします。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

健診などで通訳をお願いすることができま

す。必要なかたは事前にご連絡ください。

総合検診

(結核・基本・胃がん。大腸がん・

前立腺がん。子宮がん。肝炎ウイルス検診)

月  日 場  所 対象町内

11月 26日 (金 ) 健康福祉センター

これまでに検診受診
されていないかた、
新たに検診を希望さ
れるかた

●受付時間

程

象

　

場

容

日

対

　

〈
ム
内

●

●

　

●

●

高齢者インフルエンザ予防接種の実施医療機関について
実施医療機関 接種料金 自己負担解 町助成額

白鷹町内、長井市内 (公立置賜長井病院を含む)の医療機関 2,500円 1,500円

1,000円

公立置賜総合病院 (下記の点にご注意ください)
*対象者 :現在、外来や入院で治療中の患者さんに限る
*実施期間 :平成16年 10月 18日 から12月 28日 まで
*申 し込み :診察時、主治医に申し出て予約する
(予防接種だけのかたは対象外になります)

3,000円 2,000円

お、 L記以外の医療機関で接種希望の場合は、直接医療 髭関か、健康福祉課健康推進係

白鷹町総務課 山形県西置H易郡自鷹町人字荒砥甲833電Ю2器 (85)2111「AX0238(85

●

子宮がん 午前8:30-9:00

結核・基本・大腸がん・胃がん

前立腺がん・肝炎ウイルス
午前7:30～ 9:30

●料金

結核検診 無   料
基本健診 (19～ 29歳 ) 5,000円

基本健診 (30～ 39歳 ) 3,000円

基本健診 (40～ 69歳 ) 2,300円

胃がん検診 1,600円

大腸がん検診 700円

前立腺がん検診 2.300円

子宮がん検診 1,500円

肝炎ウイルス検診 1,000円

*70歳以上 (昭和10年 4月 1日 以前生まれ)

のかたはすべて無料になります。

●対象者 :

結核検診・基本健診…

昭和61年 4月 1日 以前に生まれたかた

胃がん。大腸がん 。前立腺がん検診…

昭和40年 4月 1日 以前に生まれたかた

肝炎ウイルス検診…

今年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、 70歳にな

られるかた

子官がん健診…

昭和50年 4月 1日 以前に生まれたかた

生活相談所の相談日
10月 27日 (水)一般相談
11月 10日 (水)弁護士相談並びに一般相談
11月 17日 17k)一般相談

会場 :老 人福祉センター 「八乙女荘」

時間 :午前10時から午後 3時まで

弁護士 :安部 敏さん
弁護士相談は要予約、午後 1時も分から
3時45分まで。相談は無料です。
■白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)

11月 1日 ま で の 納 期
●町 県 民 税・・・…………… 3期
●国 保 税……………… 5期
●介護保険料(普通徴収)・・・5期

)2128  E lllalisounlu@so to、「n shirat〔 lka yanlで lg〔lta jp

無料調停相談
▼いつ 11月 17日 (水 )午前10時～午後3時
▼どこで 老人福祉センター
▼相談事項(秘密厳守)

①金銭の貸し借り、土地や建物、交通事故な
どに関する民事関係全般

②夫婦間の問題、男女間の問題、相続に関す
る問題など家事関係全般
■問い合わせ 長井調停協会(888-2073)

「結婚相談室」の開設
結婚などで相談したいかたは、お気軽に

おいでください。
▼いつ 11月 9日 (火 )午後1時～5時
▼どこで 老人福祉センター

(荒砥地区公民館東側)
▼相談料 無料
*事前に電話などで連絡があれば、相談時
間などを調整します。また、プライバシーは

守ります。

■問い合わせ 商工観光課 (雪85-6136)


